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【現地の状況やニーズなどの背景情報】
　ミャンマーでは心疾患が増加している一方、手術件数が増やせない。医療人材不足が要因の一つ。心臓外科手術で人
工心肺装置を操作監視する体外循環技士は、全国で 10 名程度と絶対的に不足。日本の経験豊富な技士を講師として派
遣し、体外循環シミュレーターを用いたトレーニングを中心とした研修を実施。
【事業の目的】

　ミャンマーにおける体外循環技士を育成する。初年度で「現役技士の技能改善・向上」を図るとともに実態をより詳
しく把握し、その後の展開として「次世代技士の育成プログラム」や、ミャンマーにおける「体外循環技士育成プログ
ラムの標準化」も検討する。
【研修目標】

•	 ミャンマーにおける体外循環シミュレーターを用いたワークショップ実施（計 3 回予定、各 1 週間程度）。
•	 次世代技士候補も含め、各回 10 名以上の受講者の参加を目標。
•	 副次的効果として、初年度中に私立病院での開心術開始。
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依田　テルモ株式会社国際部の依田と申します。これより「ミャンマーにおける体外循環技士（パフュージョニスト）育成事業」につい
てご報告いたします。最初に関係者の皆様、現地に行っていただいた何人もの技士の皆様にこの場をお借りして御礼申し上げます。
　今回の事業のポイントは 4 つございます。まず、現地の病院からパフュージョニストの派遣・育成について強い要望があったことと、ミャ
ンマーでは人口の割に心臓手術の割合が非常に少ないということがあります。人口は約 5,500 万人で、日本の約 44% に相当しますが、ミャ
ンマーでは心臓手術は 1,000 症例強しかございません。日本では 57,000 症例（オンポンプ症例）ありますので、3% に満たないという現
状があります。それから、国費での留学は医師が多いと思います。パフュージョニストの育成が国費でどれだけできているかが疑問でした。
それに対して日本から何か支援をできないかと考えました。また、私どもテルモはヤンゴンに事務所を構え、駐在員を派遣しております。
この体制であれば事業が十分にできると考え、参加させていただきました。詳細は、弊社の菊池よりご報告申し上げます。

菊池　東南アジアで人工心肺関連商品のセールスマーケティングを担当しており、今回のトレーニングのサポートと通訳を担当しました
菊池と申します。実施体制ですが、日本の有数の施設から人工心肺装置を担当する臨床工学技士を派遣し、弊社のミャンマー支店と現地
の代理店が連携して計 3 回のトレーニングをヤンゴンとマンダレーで実施しました。

　こちらが事前調査および 3 回のトレーニングの一覧です。ミャンマーにおいて開心術を実施しているのは 5 施設のみとなりますが、内
4 施設がヤンゴン地域に集中しております。ヤンゴン地域向けのトレーニングは第 1 回と第 2 回の 2 回に分けて実施しました。マンダレー
につきましては、参加したのは 1 施設のみで、参加者が少ないという予想から 1 回のみトレーニングを実施しました。しかし、実際は予
想以上に期待値が高く、結果計 12 名の参加者となりました。こちらは対応に大変苦労した点でもありました。
　研修生ですが、実際にミャンマーでパフュージョニストを担当している方は、麻酔科医または看護師の方となり、業務を兼務されてい
る方がほとんどです。今回参加した研修生も麻酔科医および看護師です。
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　こちらがヤンゴン地域向けの第 1 回目のトレーニングを行った Yangon General Hospital での写真です。講義およびハンズオンの様子です。
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　次に、同じ受講生向けの第 2 回目のトレーニングの様子です。会場は Defense Service General Hospital に変えまして、前回より少しレ
ベルアップした、応用のトレーニングを実施しました。第 3 回はマンダレー地域向けのトレーニングです。講義およびハンズオンの様子
です。
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　スライドは実施前の計画に対する結果の一覧です。発表時間が短いため、こちらはスライドのみの報告とさせていただきます。
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　今年度の成果ですが、当初の想定を上回る延べ 44 名に参加していただくことができました。計画当初は臨床での OJT によるトレーニン
グを想定しておりましたが、事前調査の結果、体外循環シミュレーターを用いたトレーニングに内容を変更しまして、結果的に柔軟性と
専門性の高いトレーニングを供給することができたと考えております。
　ヤンゴンでは 2 回に分けて実施しましたが、第 2 回目につきましては参加者の中に元々知識のある方と全く初めての方がいらっしゃり、
また習得の早い方と遅い方と受講者間にレベルの差が認められたため、急遽、Intermediate と Basic の内容に分けて実施しました。マンダ
レーにつきましては 1 回のみの実施としました。
　本事業の副次的効果としましては、来月から本格的に開心術をスタートする私立病院の Grand Mandalay Hospital にて弊社の人工心肺装
置を 1 台購入していただくことができました。
　今後の課題としては、核となる体外循環技士の育成が挙げられます。現地のスペシャリストをまずは増やし、現地のパフュージョニス
トの方が現地で研修ができる仕組みを作り、定期的なトレーニングを開催します。また、段階的なトレーニングのプログラムを設定する
ことが挙げられます。
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　現在までの相手国へのインパクトです。まず 1 点目は Grand Mandalay Hospital での人工心肺装置の納品、2 点目は延べ 44 名のワーク
ショップ参加者です。そして 3 点目は開心術の症例の増加です。2017 年の開心術例が 1,200 例だったのですが、2018 年は予想を上回る 1,400
例にまで増えております。今回のトレーニングが直接的に症例数の増加に繋がったとは思っておりませんが、来年度、いくつかの私立病
院で開心術をスタートするという話が出ており、研修の対象者がそれらの私立病院で人工心肺を担当される予定ですので、本事業の貢献
は大きかったと考えております。
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　最後に、ミャンマーでの医療技術定着の考え方です。今回のような研修において、パフュージョニストの候補者を輩出し、その中から
核となるスペシャリストを育成し、その人たちが講師となって現地で講習を展開できるような仕組みを作れればと思います。並行して、
国としてパフュージョニストの協会のようなものを設立し、マニュアルやガイドラインを策定、また国による教育プログラム（学校・専
門コース）を設立し、パフュージョニストの国家資格の設定を行うことが目標です。これらによってミャンマーでの増え続ける開心術に
対応し、ミャンマーの医療水準の向上に貢献できるものと考えております。ご清聴ありがとうございました。
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